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春の道路愛護デーが、初］夏

に町内全域で行われ、 ！町道

いになりきした。 ぷ

（霜つづれをとり除く窟生喘環のみなさん）



広 報 ひ じ 力込 わ 56. 5. 21 (2) 

去
る
一
―
日
、
町
議
会
臨
時
会
か

開
か
れ
、
左
記
の
と
お
り
、
正
副
議

長
の
選
挙
、
委
員
会
構
成
及
び
任
期

満
了
に
伴
う
助
役
・
収
入
役
並
び
に

欠
員
に
よ
る
教
育
委
員
会
委
員
の
選

任
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

議

長

岩

田

横

太

郎

副

議

長

西

本

源

格

常
任
委
員
会

（
◎
印
は
委
員
長
〇
印
は
副
委
員

長）

総
務
委
員
会

◎

西

田

盛

夫

沖

野

常

一

五
五
年
度
の
町
税
完
納
を
記
念
し

て
四
月
ニ
―
日
午
前
八
時
三

0
分
か

ら
、
肱
川
町
公
民
館
集
会
室
に
お
い

て
、
町
税
完
納
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。五
五
年
度
で
全
組
合
が
、
七
年
継

続
し
て
完
納
と
な
り
、
全
組
合
に
対

し
て
感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
五
五
年
度
で
二
六
年
継
続

し
て
完
納
と
な
っ
た
納
税
組
合
は
‘

協
生
、
森
、
肱
栄
、
大
和
、
柳
、
瓜

生
谷
の
六
組
合
あ
り
、
新
ら
た
に
二

五
年
継
続
し
て
完
納
と
な
っ
た
郷
、

渡

辺

弘

務

文
教
厚
生
委
員
会

◎
神
井
恵
一
郎

冨

永

計

次

堀

川

史

朗

産
業
委
員
会

◎

村

田

英

夫

西

宮

賓

西

本

源

格

水
道
事
業
特
別
委
員
会

三

好

一

男

西

宮

山

本

登

志

夫

山

内

冨

永

計

次

堀

川

用
地
対
策
特
別
委
員
会

市
の
畦
各
納
税
組
合
、
二

0
年
継
続

し
て
完
納
と
な
っ
た
中
居
谷
、
大
平

各
納
税
組
合
、
ま
た
、
一
五
年
継
続

し
て
完
納
と
な
っ
た
上
森
山
納
税
組

合
が
、
町
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

こ。ナ
わ
た
し
た
ち
は
、
地
方
自
治
体
の

主
人
公
の
ひ
と
り
と
し
て
、
住
み
よ

い
豊
か
な
町
づ
く
り
に
積
極
的
に
参

画
す
る
た
め
に
も
、
税
金
に
対
す
る

理
解
を
一
層
深
め
、
五
六
年
度
に
お

い
て
も
全
組
合
か
、
完
納
と
な
る
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

全
納
税
組
合
が

七
年
連
続
し
て
完
納

0
山

内

壮

亮

山
本
登
志
夫

0
三
好
中
野

0
大
田
山
口

史壮
朗亮賣 一男 亘ヽ

清
政

岩
田
横
太
郎

0
先
人
の
貴
重
な
文
化
遺
産
を
後

世
へ
、
あ
わ
せ
て
情
操
を
豊
か
に

す
る
教
育
施
設
と
な
る
よ
う
に
。

願
わ
く
ば
肱
川
町
の
未
来
を
創
造

す
る
生
涯
教
育
の
場
と
し
た
い
。

関
係
者
の
切
な
る
願
い
を
こ
め

て
農
業
資
料
館
が
オ
ー
プ
ン
。

さ
て
、
骨
董
品
が
、
鹿
野
川
園
地

の
一
郭
で
、
い
ぶ
し
銀
の
光
を
放

つ
か
、
は
た
ま
た
深
い
眠
り
に
入

る
か
。
参
観
者
の
意
識
や
い
か
に
。

（
％
農
業
資
料
館
開
館
）

0
時
の
流
れ
は
瞬
時
も
休
む
こ
と

は
な
い
。
め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
、
ま

た
花
の
季
節
が
訪
れ
た
。
「
湖
と
温

泉
の
町
」
に
、
桜
が
咲
き
、
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
、
キ
リ
シ
マ
、
平
戸
の
香

り
が
た
だ
よ
う
。
し
か
し
、
今
年

は
天
候
不
順
、
雨
に
た
た
ら
れ
た

花
の
命
が
何
ん
と
も
い
と
お
し
い
。

だ
か
、
人
々
は
ひ
と
と
き
の
安
息

を
肱
川
の
山
里
に
求
め
る
人
も
多

い
。
ど
う
か
そ
の
安
息
が
、
想
い
出

の
ひ
と
コ
マ
と
な
り
、
明
日
へ
の

一
集
音
マ
イ
ク
一

清
政

西

田

盛

夫

神
井
悪
一
郎

沖

野

常

一

監
査
委
員
山
口

助
役
に
松
岡
氏

収
入
役
に
冨
永
氏
を
選
任

臨
時
町
議
会
を
開
く

大村中
田田野

英
恒夫一

助
役
（
任
期
満
了
に
よ
る
）

松

岡

満

男

収
入
役
（
任
期
満
了
に
よ
る
）

冨

永

知

孝

教
育
委
員
会
委
員
（
欠
員
に
よ
る
）

永

田

利

幸

（
そ
の
他
議
決
さ
れ
た
議
案
）

〇
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
（
三
件
）

日
肱
川
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

ー
軽
自
動
車
税
の
月
割
課
税
の

力
強
い
鋭
気
と
な
ら
ん
こ
と
を
|
_
,
0

そ
れ
に
し
て
も
、
休
日
返
上
の
裏

方
さ
ん
に
最
敬
礼
。

（
％
1
％
鹿
野
川
花
ま
つ
り
）

0
福
沢
諭
吉
は
言
っ
た
。
人
間
に
は

三
通
り
の
人
が
い
る
。
第

一
は
、
「
人

の
た
め
、
社
会
の
た
め
を
考
え
て
一

生
懸
命
働
く
人
」
第
二
は
、
「
人
の
た

め
に
は
何
も
し
な
い
け
れ
ど
、
人
に

は
厄
介
を
か
け
な
い
で
暮
す
人
」
第

三
は
、
「
い
つ
も
人
に
迷
惑
を
か
け
て

暮
す
人
」
。

今
年
も
、
新
し
い
制
服
に
ボ
タ
ン

か
輝
や
き
瞳
は
キ
ラ
キ
ラ
、
ま
さ
に

ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
が
入
学
。
三
通

り
の
人
の
中
で
、
新
入
生
が
ど
の
人

を
め
ざ
し
、
ど
う
努
力
す
る
か
、
そ

の
選
び
方
ひ
と
つ
で
、
新
入
生
自
身

の
人
生
も
世
の
中
も
大
き
く
変
る
。

だ
が
、
む
し
ろ
立
志
は
、
新
入
生

よ
り
も
親
や
社
会
の
責
任
が
重
大
。

（
％
各
小
学
校
入
学
式
・
％
肱
川

中
・
肱
川
分
校
入
学
式
）

0
自
分
の
納
め
た
税
金
が
、
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
、
ど
の
よ
う
に
住
民
福
祉
に

役
立
っ
て
い
る
か
。
住
民
の
皆
さ
ん

廃
止
ー

□昭
和
五
五
年
度
肱
川
町
一
般
会

計
補
正
予
算

口
昭
和
五
五
年
度
肱
川
町
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
補
正
予
算

〇
肱
川
町
町
営
墓
地
設
置
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

ー
桂
か
丘
町
営
墓
地
の
設
置

i

〇
肱
川
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

0
昭
和
五
六
年
度
肱
川
町
町
営
墓
地

運
営
特
別
会
計
予
算

の
町
政
へ
の
深
い
理
解
と
参
加
そ

し
て
、
税
に
対
す
る
意
識
の
向
上

が
、
七
年
連
続
完
納
と
い
う
す
ば

ら
し
い
成
績
を
っ
ち
立
て
る
。

し
か
し
税
に
も
公
平
で
あ
る
か

ど
う
か
は
つ
き
も
の
、
心
し
て
一

層
の
努
力
を
。

（

％

第

28
回
町
税
完
納
表
彰
式
）

0
あ
る
家
の
庭
先
で
、
近
所
の
七

オ
に
な
る
女
の
子
が
一
生
懸
命
石

こ
ろ
を
拾
っ
て
い
る
。
「
ど
う
す
る

の
」
と
聞
く
と
「
光
ち
ゃ
ん
が
つ

ま
ず
い
て
こ
ろ
ぶ
と
い
け
な
い
か

ら
、
の
け
と
い
て
あ
げ
る
の
」
と

い
っ
た
。
光
ち
ゃ
ん
は
足
が
不
自

由
で
思
う
よ
う
に
歩
け
な
い
。

障
害
者
に
と
っ
て
、
生
き
る
こ

と
が
何
な
の
か
、
人
間
と
い
う
も

の
が
何
な
の
か
。
そ
れ
は
重
大
な

課
題
で
あ
る
。

今
年
は
国
際
障
害
者
年
、
本
物

の
人
間
愛
の
輪
を
ひ
ろ
げ
た
い
。

ぽ
く
に
も
、
あ
な
た
に
も
、
「
今

で
き
る
こ
と
」
が
何
か
あ
る
は
ず
。

（

％

肱

川
町
身
体
障
害
者
更
生
会

総
会
）
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I’"＂"＂1鱈今年度は部落長の交替期に当たり、下表のとおり

新しい部落長さんが決まりました。

この部落長制度は、当町独特の制度であり、町と

町民とのパイプ役として、また、町行政推進、部落

の振興のため、今では欠かすことの出来ない重要な

存在となっております。

部落長さんには向こう 2年間、御苦労をかけますが

よろしくお願いいたします。

橿
祉
活
動
功
労
で

厚
生
大
臣
特
別
表
彰

小
藪
の
森
本
鶴
雄
さ
ん

昨
年
―
一
月
ま
で
の
ニ
―
年
間
に
わ

た
り
、
小
藪
地
区
担
当
の
民
生
委
員

と
し
て
、
昼
夜
を
分
た
ず
、
献
身
的

な
福
祉
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し

た
の
で
、
そ
の
功
績
を
み
と
め
ら
れ

特
別
に
表
彰
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

[
[
〗
〗
＇
，
り
，

1＇
，9
[
[
-

〗
-
[
〗

謝
し
お
祝

い
申
し
上

げ
ま
す
。

森本鶴雄氏

五
月
七
日
、
八
幡
浜
地
方
局
に
お

い
て
、
厚
生
大
臣
特
別
表
彰
の
伝
達

式
が
行
わ
れ
、
本
町
か
ら
は
小
藪
の

森
本
鶴
雄
さ
ん
が
晴
れ
の
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

森
本
さ
ん
は
、

昭
和
三
五
年
か
ら

昭和56年度 部落長名簿

部落名 氏名 部落名 氏名

小畑井 城戸嘉明 〇下鹿野川 久保田仁之

萩野尾 北川義夫 上鹿野川 成登光義

〇汗 生 池田箕市 牙， 造 門多一男

道野尾 北川敬恒 見の越 城戸英樹

上森山 大野君忠 月野尾 山口 清

八重栗 藤中 整 下敷水 中田一見

山 槌 池田 清 敷 水 森本恒男

協 生 内田清見 上敷水 和氣定行

嘉 城 中岡政廣 下嵯峨谷(1) 高井賀重

:ll: ？ヽ ヽ 栄 思田重夫 〇下嵯峨谷(2) 川本寅ー

中居谷 福嶋清春 上嵯峨谷 山内満信

白 石 前田 ヌ旦 菟野尾 松尾直生

影 地 冨永小太郎 橡之木瀬 中川彦四郎

〇広 常 西谷義明 柳 東 吉徳

久 保 松本朝則 郷 大塚泰朝

大 平 竹本 清 〇市之畦 三瀬 正

大屋敷 井上 進 瓜生谷 栗田良穂

林＊ 兵頭政則 町 小田 斉

肱 栄 菅野初男 藤野原 石脇 昇

大 和 山内吉晴 小 ＾ 居

今井輝雄

中 野 松尾 国和 中 津 —- ,....__ 呂 ヌ立

小 藪 堀井嘉弘

(0印…地区代表）
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＇ 鹿野川花まつり終る一］

桜
の
花
と
と
も
に

幕
を
あ
け
た
鹿
野
川

花
ま
つ
り
も
、
ツ
ツ

ジ
の
花
に
合
わ
せ
て

五
月
一

0
日
に
終
了

し
ま
し
た
。

花
ま
つ
り
期
間
中

に
は
、
桜
・

シ
ャ
ク

ナ
ゲ

・
ツ
ッ
ジ
・

エ

ビ
ネ
ラ

ン
な
ど
が
咲

き
競
い
、
訪
ず
れ
た

人
達
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
の
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
は
、
昨
年
の
冷
夏
、

長
雨
に
た
た
ら
れ
、
花

の
つ
き
が
少
な
か
っ

た
も
の
の
、
平
地
で

は
仲
々
見
ら
れ
な
い

と
あ
っ
一
（

大
勢
の
人
達
が
訪
ず
れ
、

山
里
の
自
然
を
満
喫
さ
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

花
ま
つ
り
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

町
内
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

9
,．1 

-
ご



広 報 ひ じ 力~ わ 56. 5. 21 (4) 

開
設
が
待
た
れ
て
い
た
町
営
の
共

同
墓
地
は
、
こ
の
程
入
札
が
終
り
、

着
工
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

造
成
、
植
樹
な
ど
の
工
事
は
九
月

ま
で
に
終
り
‘
-
0
月
よ
り
開
園
の

予
定
で
す
。

場
所
は
、
大
駄
場
か
ら
新
設
中
の
県

営
林
道
を
五
0
0
メ
ー
ト
ル
程
上
っ

た
大
字
山
鳥
坂
一
、
四
五
九
番
地
ニ

で
、
鹿
野
川
、
大
駄
場
附
近
を
一
目

で
見
お
ろ
し
、
西
方
浄
土
の
方
向
に

中
野
、
師
走
野
方
面
を
見
渡
せ
る
絶

景
の
丘
陵
で
す
。

本
年
度
造
成
す
る
墓
地
は
、
全
部

で
六
五
区
画
あ
り
、
一
区
画
の
面
積

は
七
・
ニ
平
方
メ
ー
ト
ル
（
ニ

・
ニ
坪
）

に
な
り
ま
す
。

一
メ
ー
ト
ル
の
通
路
、
赤
レ
ン
ガ

の
花
壇
、
ひ
め
芝
生
を
し
き
つ
め
た

斜
面
な
ど
を
十
分
に
と
り
、
水
道
施

設
も
整
備
し
て
い
ま
す
。

墓
地
は
、
自
治
体
か
法
人
以
外
の
も

の
か
新
ら
し
く
造
成
す
る
こ
と
は
法

律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

肱
川
町
で
、
こ
の
よ
う
な
墓
地
造

成
を
す
る
こ
と
は
め
っ
た
に
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
将
来
、
墓
地
を
欲
し
い

と
思
っ
て
い
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら

次
の
募
集
要
領
を
よ
く
読
ん
で
こ
の

際
一
人
残
ら
ず
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

第
一
回
募
集
に
よ
る
申
し
込
み
受

付
け
は
、
六
月
一
日
か
ら
八
月
三
一

日
ま
で
で
す
が
、
第
二
回
(
-
0
月

第
一
回
の
申
し
込
み
期
間

六
月
一
日
か
ら
八
月
三
一
日
ま
で
、

申
し
込
み
順
に
受
付
け
、
予
定
区
画

に
達
す
れ
ば
し
め
切
り
ま
す
。

但
し
、
組
合
貝
（
町
民
）
を
優
先

す
る
た
め
、
準
組
合
員
は
‘
仮
受
付

け
と
し
、
九
月
一
日
現
在
で
残
余
の

区
画
が
あ
る
場
合
に
の
み
、
仮
受
付

の
順
に
正
式
の
受
付
け
ま
す
。

采
代
使
用
料

一
区
画
三
四
万
円

但
し
、
納
骨
棺
、
敷
砂
利
、
花
壇

工
事
等
も
一
切
含
ん
で
い
ま
す
か
ら

後
は
、
一
定
の
墓
石
と
霊
標
を
建
て

る
だ
け
で
す
み
ま
す
。

②
準
組
合
員

川

組

合

員

肱
川
町
に
住
所
を

有
す
る
者

現
在
は
町
外
に
居

住
し
て
い
る
か
、
肱

川
町
に
本
籍
が
あ
る

者。

組
合
＝
貝
に
な
れ
る
資
栴

一
日
）
以
後
に
な
る
と
、
永
代
使
用

料
は
一
割
近
く
高
く
な
り
ま
す
か
ら
、

町
内
の
方
は
特
に
お
早
め
に
申
し
込

ん
で
下
さ
い
。

申
し
込
み
先
は
、

町
営
墓
地
管
理

（

組

合

員
管
理
料
に
つ
い
て

年
間
二
、
0
0
0
円

組
合
事
務
局
（
町
民
課
保
健
衛
生
係
）

で
す
。申
し
込
み
数
が
予
定
区
画
数
に
達

し
た
と
き
は
、
期
日
か
こ
な
く
て
も

し
め
切
り
ま
す
。

共
同
墓
地
組
合
員
募
集
要
領

第
一
回
申
し
込
み
は
八
月

共
同
墓
地
組
合
員
券
集

＿
永
代
使
用
料
の
支
払
い
方
法

（
現
金
一
括
払
い

正
式
申
し
込
み
と
同
時
に
三
万
円

を
支
払
い
、
残
金
は
九
月
三
0
日
ま

で
に
支
払
っ
て
下
さ
い
。

②
農
協
ロ
ー
ン
の
利
用

（
三
年
・
五
年
払
い
）

正
式
申
し
込
み
と
同
時
に
三
万
円

を
支
払
っ
た
後
、
第
一
回
申
し
込
み

の
組
合
員
（
肱
川
町
民
）
に
限
り
、

希
望
が
あ
れ
ば
、
残
金
は
農
協
ロ
ー

ン
を
利
用
し
た
三
年
払
い
ま
た
は
五

年
払
い
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
昭
和
五
六
年
一
〇

月
一
日
に
共
同
墓
地
管
理
組
合
が
農

協
か
ら
一
括
借
入
れ
て
町
へ
支
払
い

ま
す
か
ら
、
金
利
の
分
だ
け
高
く
つ

き
ま
す
。

準
組
合
員
及
び
第
二
回
(
-
0
月
）

以
後
に
申
し
込
ん
だ
組
合
員
は
現
金

一
括
払
い
の
み
と
し
ま
す
。

8
ま
で

「
肱
川
町
で
も
窃
盗
事
件
が
起
き

て
い
ま
す
」
、
と
言
っ
た
ら
驚
か
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
、
肱
川
町
で
は
「
車
上
ね

ら
い
」
「
空
巣
ね
ら
い
」
な
ど
の
窃

盗
事
件
が
一
―
件
も
発
生
し
て
い

ま
す
。

．

ふ
だ
ん
あ
ま
り
気
に
も
止
め
て

い
な
い
こ
と
で
す
が
、
こ
の
数
字

を
見
る
限
り
、
そ
う
そ
う
安
心
は

で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
農
繁
期
に
な
り
、
家

肱
川
町
で
も
、

を
空
け
る
機
会
が
多
く
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
「
う
ち
な
ら
大
丈
夫
」

と
思
わ
ず
、
鍵
を
か
け
た
り
‘
隣

に
声
を
か
け
た
り
し
て
被
害
に
合

わ
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

／
 

事
件
の
な〗

〗
犀

1
件
の
窃
盗
事
件

②
準
組
合
員
年
間
三
、
0
0
0
円

管
理
料
金
は
最
初
の
使
用
料
支
払

い
の
と
き
に
合
わ
せ
て
支
払
っ
て
下

さ
い
。但
し
、
準
組
合
貝
は
五
年
分
前
払

い
(
-
五
、
0
0
0
円
）
と
し
ま
す
。

申
し
込
み
の
翌
年
か
ら
は
組
合
員

は
毎
年
、
準
組
合
貝
は
五
年
目
毎
の

四
月
に
支
払
っ
て
下
さ
い
。

管
理
料
の
使
途
は
、
電
気
水
道
料

金
や
清
掃
管
理
委
託
料
に
使
い
ま

す。

管
理
の
万
法

完
成
後
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
‘

町
の
委
託
を
受
け
て
共
同
墓
地
管
理

組
合
が
行
い
ま
す
が
、
そ
の
方
法
は

次
の
と
お
り
で
す
。

田
特
定
の
管
理
人
に
委
託
し
て
年

間
を
通
じ
、
清
掃
管
理
を
行
い
ま

す。

切
毎
年
三
月
中
旬
、
組
合
貝
に
よ

る
清
掃
を
行
い
ま
す
。

墓
石
・
霊
標
”

m
特
定
の
宗
旨
、
宗
派
を
問
わ
な

い
公
園
墓
地
と
し
て
の
美
観
を
保

っ
た
め
、
洋
式
墓
石
と
し
、
型
や

大
き
さ
を
一
定
に
し
て
い
ま
す
の

で
、
個
人
が
勝
手
に
勝
手
な
型
の
墓

石
を
建
て
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

墓
石
を
建
て
る
と
き
は
、

町
を
通

じ
て
申
し
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

図
墓
石
・
霊
標
は
、
石
の
質
に
も

よ
り
ま
す
が
、
昭
和
五
七
年
三
月

ま
で
に
申
し
込
め
ば
‘
三
0
万
円

か
ら
四
五
万
円
前
後
で
で
き
ま
す
。

墓
地
を
使
用
し
な
く
な
っ
だ
と
き

将
来
‘
墓
地
を
使
用
し
な
く
な
っ

た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
町
に
返
還

申
し
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
際
、
永
代
使
用
料
は
お
返
し

で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
他
人
に
貸
し
た
り
、
ゆ
ず
っ

た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
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ム
シ
歯
の
発
生
が
食
べ
物
と
関
係

す
る
と
い
う
事
は
昔
か
ら
い
わ
れ
て

お
り
、
特
に
甘
い
物
と
の
関
係
は
一

般
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
事
で
す
。

ム
シ
歯
を
作
る
連
鎖
球
菌
（
ミ
ュ

ウ
タ
ン
ス
）
は
、
口
の
中
に
入
っ
た

砂
糖
か
ら
デ
キ
ス
ト
ラ
ン
と
い
う

非
常
に
粘
っ
こ
い
粘
液
を
出
し
ま

す。
こ
の
デ
キ
ス
ト
ラ
ン
は
水
に
解
け

な
い
の
で
始
末
が
わ
る
＜
、
お
茶
を

の
ん
で
も
、
ブ
ク
ブ
ク
う
が
い
を
し

て
も
歯
の
ま
わ
り
に
く
っ
つ
い
て
い

ま
す
。
そ
し
て
他
の
バ
イ
菌
ま
で
も
お
宿

拝
借
と
ば
か
り
こ
の
中
に
も
ぐ
り
こ

ん
で
、
そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の

バ
イ
菌
か
入
っ
た
粘
液
が
歯
の
ま
わ

り
に
ベ
タ
リ
と
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
が
歯
垢
（
し
こ
う
）
、
つ
ま
り

歯
の
あ
か
で
す
。

歯
垢
の
中
に
ひ
そ
ん
で
い
る
バ
イ

菌
は
、
食
べ
物
の
カ
ス
を
分
解
し
て

は
せ
っ
せ
と
乳
酸
を
作
り
ま
す
。

歯
垢
の
つ
い
た
場
所
は
ど
ん
ど
ん

酸
性
が
強
く
な
り
、
歯
の
本
態
の
カ

ル
シ
ウ
ム
が
溶
け
て
し
ま
う
こ
れ
が

ム
シ
歯
の
原
因
で
す
。

ム
シ
歯
を
作
る
ミ

ュ
ウ
タ

ン
ス
と

い
う
菌
は
、
砂
糖
が
な
け
れ
ば
働
け

な
い
（
歯
に
く
っ
つ
く
事
の
で
き
な

い
）
菌
な
の
で
す
。

子
供
自
身
が
上
手
に
歯
み
が
き
が

＿
―
-
オ
前
後
が

食
べ
物
と
ム
シ
歯

で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
で
も
甘
い

物
を
制
限
し
、
母
親
や
周
囲
の
人
達

か
注
意
を
払
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
ム

シ
歯
を
予
防
す
る
事
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

,
.
 

室

子
ど
も
に
甘
い
味
を

覚
え
さ
せ
な
い

お
や
つ
は
子
供
に
と
っ
て
ど
う
し

て
も
必
要
な
も
の
で
す
。

子
供
の
小
さ
な
胃
袋
は
一
度
に
沢

山
の
も
の
を
消
化
す
る
事
が
で
き
な

い
の
で
、
成
長
に
必
要
な
量
を
三
度

の
食
事
で
は
食
べ
ぎ
れ
ず
、
四
回
か

ら
五
回
食
と
し
て
与
え
る
必
要
が
あ

る
わ
け
で
す
。

一

（
 

こ
こ
で
お
や
つ
か
補
助
食
と
し
て

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

で
す
か
ら
お
や
つ
（
間
食
）
は
‘
甘
食

で
な
く
不
足
し
が
ち
な
栄
養
分
を
補

う
大
切
な
食
事
で
あ
る
事
を
十
分
理

解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
う
い
っ
た
意
味
か
ら
、
キ
ャ
ラ

メ
ル
、
乳
酸
飲
料
等
は
子
供
の
お
や

つ
に
は
不
適
当
で
、
そ
れ
は
こ
れ
か

ら
甘
い
物
が
ム
シ
歯
の
原
因
に
な
る

だ
け
で
な
く
、
食
欲
を
減
退
さ
せ
、

そ
れ
を
吸
収
す
る
た
め
に
ビ
タ
ミ
ン

1
B
を
必
要
と
し
ま
す
。
そ
れ
で
な

く
て
も
一
般
に
私
達
は
ビ
タ
ミ
召
B

は
不
足
が
ち
な
栄
養
素
と
な
っ
て
い

ま
す
。
む
ず
か
し
い
事
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
子
供
に
甘
い
味
を
覚
え
さ
せ
な

い
よ
う
に
注
意
す
る
事
を
心
が
け
て

下
さ
い
。

こ
の
こ
と
は
離
乳
食
の
時
か
ら
注

意
し
て
お
れ
ば
そ
う
む
つ
か
し
い
事

で
は
な
い
こ
と
で
す
。

若
し
、
す
で
に
甘
い
物
の
魅
力
を

覚
え
て
し
ま
い
そ
れ
を
ほ
し
か
る
場

合
は
、
何
と
か
他
の
物
に
魅
力
を
も

た
せ
る
よ
う
お
母
さ
ん
方
の
努
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

こ
ん
な
時
こ
そ
、
お
母
さ
ん
の
愛

情
の
こ
も
っ
た
手
作
り
の
お
や
つ
を

与
え
て
ほ
し
い
の
で
す
。

ガ
ム
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
変
り
に

お
母
さ
ん
が
作
っ
た
塩
ゆ
で
の
グ
リ

番
ム
シ
歯
に
か
か
り
や
す
い

ン
ピ
ー
双
‘や
バ
タ
ー
を
つ
け
て
焼
い

た
も
の
な
ど
、
子
供
は
ど
ん
な
に
喜

こ
ぶ
で
し
ょ
う
。

食
べ
も
の
だ
け
で
な
く
の
み
物
に

つ
い
て
も
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

歯
が
生
え
る
か
生
え
な
い
か
の
赤

ち
ゃ
ん
に
も
ム
シ
歯
か
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
早
く
か
ら
乳
酸

飲
料
や
清
涼
飲
料
水
の
せ
い
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

冷
蔵
庫
に
カ
ル
ピ
ス
や
瓶
入
り
ジ
ュ

ウ
ス
の
代
わ
り
に
、
麦
茶
や
家
庭
で

作
っ
た
フ
レ

ッ
シ

ュ
ジ
ュ
ウ
ス
等
を
入

れ
て
お
く
な
ど
ぜ
ひ
お
考
え
下
さ
い
。

な
お
、
寝
る
前
に
は
飲
ん
だ
り
食

べ
た
り
し
な
い
習
慣
を
つ
け
る
と
同

じ
に
、
お
休
み
前
の
歯
み
か
き
の
習

慣
を
家
族
揃
っ
て
実
行
し
て
頂
き
た

い
も
の
で
す
。

町
で
は
ム

シ
歯
予
防
教
室
を
開
設

し
、
歯
み
が
き
の
指
導
、
薬
液
塗
布
、

保
健
指
導
を
無
料
で
行
っ
て
お
り
ま

す
。

一

受

付

一

常
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
は
、
自
衛
隊
愛
媛

地
方
連
絡
部
大
洲
募
集
事
務

所
ま
で

一
応
募
資
格
一

一
八
歳
以
上
二
五
歳
未
満

の
日
本
国
籍
を
有
す
る
心
身

共
に
健
全
な
男
子
で
、
中
学

校
卒
業
以
上
の
学
力
の
あ
る

＊

＊

 

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
役
場

総
務
課
ま
た
は
、
自
衛
隊
愛
媛

地
方
連
絡
部
大
洲
募
集
事
務
所

（
電
話

0
八
九
三
ニ
ー
四
ー
四
一

二
三
）
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ

‘
,
0
 

し

に
お
知
ら
せ
し
ま

ム
シ
歯
の
重
症
は
少
し
‘つ

つ
減
少

し
ま
し
た
が
、
以
然
と
し
て
ム
シ
歯

の
罹
患
率
は
高
い
よ
う
で
す
。

今
年
度
三
オ
児
検
診
の
児
を
、
一

才
六
ヵ
月
検
診
の
時
と
く
ら
べ
て
み

ま
す
と
次
の
と
お
り
で
す
。

三
才
前
後
か
一
番
ム
シ
歯
に
お
か

さ
れ
や
す
い
時
で
す
。

三
オ
で
ム
シ
歯
0
で
あ
れ
ば
す
ば

ら
し
い
こ
と
で
す
が
、
せ
め
て
一
人

平
均
二
本
か
三
本
く
ら
い
に
な
る
よ

、"
・

う
努
力
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

自衛官募集のご案内

ムシ歯患
一人平均

年令別
罹率 ムシ歯本

数

1オ
36.0% 0. 8本

6ヵ月

3オ児 89.5% 5. 1本
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人

世帯数

中
動
月
異
4
の

き
前月比

3,942人 (-17)

1,955人(-8) 
1,987人 (-9) 

1,089戸(+6) 

（出生4死亡3転出51
転入32その他 l) 

（昭和56年4月30日現在）

人 の 動

日

男

女

新
年
度
の
四
月
は
、
各
地
で
単
位

老
人
ク
ラ
ブ
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

こ。t
 1
0
日
の
岩
谷
を
皮
切
り
に
、
一

一
日
小
藪
、
一
三
日
正
山
、
二

0
日

予
子
林
、
二
六
日
大
谷
、
そ
し
て
ニ

七
日
に
は
中
央
か
、
そ
れ
ぞ
れ
地
元

の
公
民
館
に
多
数
の
会
員
が
出
席
し

て
盛
会
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
総
会
で
は
、
昭
和
五
五
年
度

物
故
者
及
び
物
故
会
員
の
冥
福
を
祈

念
し
て
黙
躊
、
議
事
に
入
り
昭
和

五
五
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決

算
の
承
認
、
今
年
度
事
業
計
画
並
び

に
収
支
予
算
の
決
定
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

会
終
了
後
、
多
数
の
来
賓
を
交
え

た
懇
親
会
に
移
り
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
の
各
単
位
ク
ラ
ブ

の
活
動
の
努
力
点
と
し
て
は

田
健
康
管
理
に
努
め
、
家
庭
や
社

会
に
役
立
つ
老
人
に
。

副団長

香川清茂氏

手
紙
は
心
と
心
の
触
れ
合
い
を
生

む
温
か
い
贈
物
で
す
。

今
年
新
た
に
進
学
や
就
職
さ
れ
た

方
も
、
よ
う
や
く
新
し
い
生
活
環
境

お
友
達
や

身
近
な
人
へ
お
便
り
を

団長

山内壮亮氏

②
教
養
を
高
め
新
時
代
に
お
く
れ

な
い
老
人
に
。

③
積
極
的
に
ク
ラ
プ
活
動
に
参
加

し
連
帯
感
を
高
め
、
生
き
が
い
を

求
め
る
老
人
に
。

④
常
に
感
謝
の
気
持
で
地
域
や
社

会
に
貢
献
す
る
老
人
に
。

四
月
―
一
日
消
防
団
各
分
団
よ
り

部
長
以
上
が
出
席
し
て
、
任
期
満
了

に
よ
る
正
副
団
長
の
推
せ
ん
会
を
開

き
、
満
場
一
致
で
団
長
に
山
内
壮
亮

氏
、
副
団
長
に
香
川
清
茂
氏
が
そ
れ

ぞ
れ
推
せ
ん
さ
れ
、
直
ち
に
団
長
に

は
町
長
か
ら
、
ま
た
、
副
団
長
は
団

長
か
ら
任
命
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

こ。f
 任
期
は
四
年
で
す
。

な
お
、
各
分
団
の
役
員
交
替
も
あ

り
、
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

分

団

分

団

長

副

分

団

長

第

一

神

井

恵

一

郎

堀

井

嘉

弘

第

二

下

石

勲

谷

田

善

和

第

三

森

繁

夫

兵

頭

春

雄

第

四

中

田

勇

男

土

居

貞

丸

第

五

山

下

道

教

福

田

博

肱
川
町
消
防
団
長
に

山
内
壮
亮
氏
を
再
任

こ
れ
ら
を
基
本
に
、
今
後
、
ま
す

ま
す
充
実
し
た
活
動
が
行
わ
れ
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
単
位
老
人
ク
ラ
プ
会
長
】

0
正

山

奥

田

睦

太

郎

0
大

谷

中

塚

芳

則

0
中

央

丸

山

音

澄

0
小

藪

楠

野

仁

十

郎

〇

予

子

林

林

義

一

（
連
合
会
長
）

佐

久

保

邦

澄

玉

井

関

太

郎

0
岩
0
中

津谷

老
人
ク
ラ
ブ
l

各
地
で
春
季
総
会
を
開
催

と
こ
ろ

担

当
と

き

六
月
五
日

九
時
ー
一
六
時

肱
川
町
公
民
館

行
政
相
談
員

福

田

保

大
切
な
郵
便
物
を
保
護
す
る
た
め

郵
便
受
箱
を
お
備
え
く
だ
さ
い
。

郵
便
受
箱
が
な
い
と
留
守
な
ど
の

場
合
配
達
に
困
り
ま
す
。

郵
便
受
箱
は
大
型
の
郵
便
物
も
入

れ
ら
れ
る
も
の
が
よ
く
な
る
べ
く

郵
便
局
か
ら
お
勧
め
し
て
い
る
標
準

規
格
の
も
の
を
お
付
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
箱
と
表
札
に
は
御
家
族

全
員
の
氏
名
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
郵
便
外
務
員
は
犬
が
苦
手

で
す
の
で
必
ず
つ
な
い
で
い
た
だ
＜

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

ー
肱
川
郵
便
局
ー

0
行
政
相
談

各
家
庭
に

郵
便
受
箱
を

下
鹿
野
川
堵
本
サ
ダ
コ
さ
ん

(81
オ）

中

津

宮

田

ヨ
ネ
さ
ん

(88
オ）

八

重

栗

中

川

一
さ
ん

78
オ）

ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

中

居

谷

玉

井

邦

光

さ

ん

長

男

真

一
ち
ゃ
ん

嘉

城

中

岡

道

幸

さ

ん

男

義

尚

ち

ゃ

ん

下
鹿
野
川
和
氣
房
男
さ
ん

長
男
隼
人
ち
ゃ
ん

柳

増

田

喜

芳

さ

ん

長
女
美
樹
ち
ゃ
ん

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

と
こ
ろ

と

き

六
月
一
六
日

一
三
時
1
一
五
時

肱
川
町
公
民
館

に
慣
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

こ
の
時
期
に
励

ま
し
や
故
郷
の
近

況
を
書
い
た
便
り

を
出
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
母
の
日

や
父
の
日
の
ほ
か

一
人
暮
し
の
お
じ

い
さ
ん
や
お
ば
あ

さ
ん
に
心
の
こ
も
っ
た
お
便
り
を
出

す
の
も
大
変
喜
ば
れ
る
も
の
で
す
。

〇
乳
児
健
康
相
談

◇心配ごと相談◇

お気軽に相談所へ”

◎相談時間

各相談日とも 9時～16時

◎相談場所

町公民館心配ごと相談室

（肱川町社会福祉協議会）

相談日

5月25日

6月5日

6月15日

6月25日

担当相談員

蔵田、桜田

下石、二宮、福田

戒野、桧田

谷本、i中野

相談員の自宅相談も受付けます


